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自己紹介

松野 渉 (まつの わたる)
▶2008年度 筑波大学 情報学群 知識情報・図書館学類入学

▶2012年度 筑波大学大学院 図書館情報メディア研究科入学

▶2014年度 筑波大学附属図書館 入職
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本日のテーマ

▶プレゼンの内容（=表テーマ）
大学院生（+聴講の皆さん）=研究者の卵(?)に
大学図書館の中で何が起きているかをご紹介

▶プレゼン作成で意識すること（=裏テーマ）
研究プレゼンとは違うけれど
考えておいて欲しい場面でのプレゼンの一例
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本日のアジェンダ

1.自己紹介+本日のテーマ設定について

2.大学図書館は今？

3.研究支援サービス

4.学習支援サービス
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大学図書館

大学図書館=大学の知の殿堂？
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大学図書館

でん‐どう〔‐ダウ〕【殿堂】
1. 大きくてりっぱな建物。また、その分野の中心的存在である建

物や施設。殿宇。「オペラの―」「学問の―」

2. その分野で業績のあった人々を集め顕彰する機関。「野球の

―入りを果たす」

3. 神仏を祭ってある建物。
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大学図書館

鎖付き図書
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17世紀初頭 イギリス



大学図書館
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大学図書館
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全世界の論文数の変化
文科省科学技術政策研究所. 科学研究のベンチマーキング2012より抜粋



大学図書館
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電子ジャーナル出版件数の変化
Ulrich's International Periodicals Directoryの各版の序文による

(http://current.ndl.go.jp/ca1512より抜粋)



大学図書館

世界の学術情報は増大している

学内に居れば（居なくても？）場所を問わず
学術情報にアクセス出来る時代が
来つつある（もう来ている？）
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しかし



大学図書館

大学図書館=大学の知の殿堂？
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インフラ



機関リポジトリ
•大学等の研究機関が自らの研究成果を蓄積し
Web上で公開するもの

•誰でも無料でアクセスが可能

構築・運営機関
国内では450機関以上

京大，千葉大，東北大，北大，・・・
海外では2,300機関以上
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研究支援サービス



つくばリポジトリ（Tulips‐R）

筑波大学の機関リポジトリ
コンテンツ数は約35,000件（2015/10）
筑波大学の成果物(論文・プレゼンスライド他)を収録
附属図書館が構築・運営
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研究支援サービス

https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/



研究支援サービス
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オープンアクセス
=学術情報を誰もがウェブ上で自由にアクセス出来るように！

•セルフアーカイブ
•オープンアクセスジャーナル
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研究支援サービス



学習支援サービス

ラーニングコモンズ（Learning Commons）
大学(図書館)が提供する人・場所・資料を用いて能
動的学習を行なう長期滞在型の学習空間
→大学(図書館)の新しい「学びの支援」
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個人の学習もディスカッションも



学習支援サービス

ラーニングコモンズ（Learning Commons）
• 大学の変化

– 大学生の学力的多様化
– 大学生に求められるアクティブ・ラーニング
– 学問の細分化・断片化

• 大学図書館の変化
– 大学が持つ資料のハイブリッド化（紙と電子）
– 空間としての図書館への再注目
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さいごに
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You
↓

Library
↓



さいごに

おしえてください！
• 図書館に期待すること
• 研究のトレンド
• 学習スタイル
• 大学生活で困っている事
• 学群生の常識
• 院生の常識
• 研究者の常識
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さいごに

附属図書館は
筑波大学の在学生の皆さんを応援しています
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